
 

 

後期活動が始まっています 

９月２２日の立会演説会・生徒会役員選挙を終え、９月２５日からは

１・２年生が生徒会本部役員となった新生徒会がスタートしました。ま

た、９月２７日からは後期生徒委員会が始まっています。 

前期同様、委員会活動に尽力したいと委員会に入った人もいるかと

思います。「国立三中のために何かできることがあるかもしれない」と新

しく委員会に入った人もいると思います。それぞれの思いを持ちながら、後期の活動がスタートしています。

それは、係活動も一緒です。 

 パナソニック（旧松下電器産業）グループ創業者、松下幸之助さんの言葉に以下のようなものがあります。 

世のため、人のためになり、ひいては自分のためになるということをやったら、必ず成就します 

 １０月１９日の生徒会活動では、いいことしようＤＡＹが実施されました。自

分の時間を少しだけみんなのために提供し、いいこと（今回は、落ち葉掃き）

をした結果、「学校の環境を整えられたな」「谷保に住む人たちのために活

動したよ」という、ちょっとした達成感や充足感を味わえるボランティア活動

でした。今回は部活や放課後の習い事の調整

がうまくいかず参加できなかったという人も、

「世のため、人のため、自分のため」を考えて、次回以降の生徒会活動に参加

できるといいなと思っています。 

 

【作文】合唱コンクールを終えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

reate        ommunicate     hallenge        Ｃ ・ Ｃ ・ Ｃ 

「合唱コンクール」                                                   １組代表生徒 

 私は、合唱コンクールで学んだことがあります。それは、練習の大事さです。練習で頑張った分、

本番に返ってくるということを合唱コンクールで実感しました。本番で、私は大きな声で歌いまし

た。でも私の友達は、「聞こえなかった」と言っていました。これは練習の時に本気で歌えなかった

から、その分、本番でも声が出せなかったのかと思いました。 

 そしてもう一つはチームワークです。なぜなら、練習でも思ったのですが、やはりチームワークが

ないと教室全体に声が響いていないので、今回のコンクールは最優秀賞を取れなかったのだと

思います。そのため、一定の人が大きな声を出して歌って、一定の人が小さな声でふざけながら

歌うのではなく、「クラス全体としてみんなで声を出して歌っていくことが大切だ」と、今回の合唱

コンクールで感じました。だから、今回の反省を生かして２年生の合唱コンクールに取り組んでい

きたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 週間後は校外学習。 

１０月２７日（金）は、校外学習で TOKYO GLOBAL GATEWAY GREEN SPRINGS(立川)に 

行きます。今回はクラスの生活班ではなく、ＴＧＧの活動班（７～8 名）でＴＧＧ立川まで電車に乗って向かい

ます。 

今日の５時間目は、ＴＧＧ活動班の顔合わせとＴＧＧへの行き方の

確認、しおりの読み合わせをしました。 

当日は交通系ＩＣカード（カード式）か、切符を買って電車に乗りま

す。交通系ＩＣカードを利用する場合は、前日までにチャージをしておく

ようにしてください。 

「合唱コンクールを振り返って                                         ２組代表生徒 

私は小学校の時から歌うことがあまり好きではありませんでした。小学校の音楽会では、自

分を含め歌っている人が少なく、毎回授業で先生に怒られていました。歌っている人は、クラス

で５〜6人ほどで、どこからもやる気は伝わってきませんでした。 

歌の練習が始まった最初の頃は、やっぱりやる気が出ませんでした。パート練習が始まった

頃、自分のパートは 9 人ほどでとても少なかったです。そこでやっと「自分も声を出さなければ

いけない」ということに気づきました。しかし、小学校の頃全く歌ってこなかった私は、どうしてい

いのかわからず、ささやくような声で歌うことしかできませんでした。 

練習を重ねていくうちに、マスクの厄介さを感じるようになっていきました。リハーサルの時は、

どのクラスもマスクをつけて歌っていました。そしたら、他のクラスで歌っていない人が一目でわ

かることに気づきました。小学校の音楽の先生が「マスクをしていても歌っていない人はわか

る」と言っていて、私は「そんなわけない」と思っていましたが、「確かにな」と納得しました。放課

後練習等でマスクをはずして歌うと、とても息が吸いやすくて、声も聞きやすいと思いました。 

本番、ステージに上がった途端、人の多さに圧倒されました。何百人もの人の前で歌うという

ことは今までなかったので、緊張もしたし、楽しみでもありました。いろいろ考えすぎて歌詞を間

違えたけれど、無事発表が終わりました。 

最優秀賞は取れなかったけれど、自分の中では、声の大きさも団結力も最優秀だったと思い

ます。 

「目標達成合唱コンクール」                                           ３組代表生徒 

私は合唱コンクールで目標が達成できたと思います。 

曲決めの時や夏休み前は、みんな全然やる気がありませんでした。それでも、クラスを引っ張っ

てくれる実行委員や指揮者・伴奏者の人の頑張っている姿を見て、みんなやる気が湧いてきまし

た。パートを選んで練習をしたり、放課後に練習をしたり、前向きに取り組めました。 

夏休み明け、クラス目標を決めました。 

「Beautiful Voice 〜一人一人が協力し、輝く最高の舞台〜」です。これを決めてからは、改

善点を見つけたり、どうしたら今よりうまく歌えるかを考えられました。まわりのクラスから上手な

歌声が聞こえてきて、3組は声が出ているか、練習したことができているか、練習の時から不安で

した。でも、本番はみんなで練習の成果を発揮して輝く舞台にできたと思います。このようにみん

なで協力して最優秀賞をとれてうれしかったです。 


